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出典（左右の画像共に）:
国立国際医療研究センター病院AMR臨床リファレンスセンターウェブサイト
https://amr.ncgm.go.jp/infographics/007.html

FAMICの業務に関する技術的な情報を
わかりやすく説明するコーナー

飼料中の薬剤耐性菌

（１）薬剤耐性菌とは？

（２）求められる薬剤耐性対策

生き残った薬剤耐性菌が増える

食と農のサイエンス食と農のサイエンス

　人や動物の医療分野では、薬剤耐性菌が世界的な問題となっています。これまでの薬剤耐性菌の調査は、主に人
や家畜を対象としており、飼料（家畜が食べるえさ）を対象とした報告は、世界的にもほとんどありません。薬剤耐
性菌は環境にも分布しているため、FAMICは国内の飼料工場のご協力のもと、飼料中の細菌（腸球菌）の薬剤耐性
を調べました。

　細菌が原因の病気に使う薬を抗菌薬
といい、その抗菌薬に対して抵抗性を
持つ細菌を薬剤耐性菌といいます。も
ともと薬剤耐性の仕組みを持っている
細菌もありますが、他の細菌から耐性
の仕組みをもらったり、突然変異する
ことで、細菌が耐性を獲得することも
あります。耐性を持った細菌に抗菌薬
を使用しても狙い通りに死滅させるこ
とができないため、その細菌は生き残
り、増えてしまいます。その結果、病気
が治らなくなったり、治りが遅くなった
りします。

　抗菌薬が医療、獣医療、畜水産、農業な
どの現場で使用されることにより、薬剤耐
性菌が生き残り、増えてしまうことがあり
ます。また薬剤耐性菌は、食品や環境など
を介して人に広がることが指摘されていま
す。そのため、各分野が一体となって取り
組むワンヘルス・アプローチの考えのも
と、薬剤耐性対策を進めることが求めら
れています。
　これまで、薬剤耐性菌は主に、抗菌薬を
使う人や家畜を対象に調査されてきまし
た。一方で、農場から食卓までのフード
チェーンの上流に位置する、飼料を対象に
した調査は世界的にもほとんどなく、情報
が必要とされています。

出典：国立国際医療研究センター病院AMR臨床リファレンスセンターウェブサイト
https://amr.ncgm.go.jp/general/1-2-1.html
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　FAMICは、ワンヘルス・アプローチ
の観点から、飼料を対象に薬剤耐性
菌の調査を行いました。
　牛や豚、鶏が食べる飼料は、とうも
ろこしや麦などの穀類をはじめ、植物
性油かすや動物質性飼料（畜種によっ
ては一部使用不可）などが含まれてお
り、これらの飼料を幅広く調査しまし
た。薬剤耐性が問題となる細菌のう
ち、腸球菌は環境中に広く分布してい
ます。飼料からも多く分離されること
から、今回の調査は腸球菌を対象とし
ました。調査では、国内の飼料工場か
ら飼料計332点を採取しました。それ
らの飼料について、FAMICで腸球菌
を分離し、菌の種類を特定したうえ
で、薬剤耐性を調べました。

グラム染色
菌の種類を特定するために行う試験の一つです。菌を試薬で染色して、調査対象である「腸
球菌」と特徴が一致するか確認します。腸球菌と同じタイプの菌である場合、青色に染色さ
れます（染色される色は使用する試薬により若干異なります）。

腸球菌とは？
　腸球菌（                      ）は、昆虫から人まであらゆる動物の腸管、食品、植物、
土壌、水など、私たちの生活環境のなかで身近に存在している細菌です。もともと
病原性は強くありませんが、高齢者や基礎疾患をもった方が感染すると重症にな
る場合があります。特に、その治療に重要な抗菌薬であるバンコマイシンが効かな
い腸球菌（バンコマイシン耐性腸球菌）が、医療分野で問題となっています。

薬剤感受性試験
プレートのウェル（くぼみ）に異なる濃度の薬剤と、菌
の培養液を入れて腸球菌を培養します。各ウェルでの
発育の程度を観察することで、薬剤に耐性を持つかを
調べます。腸球菌が発育し増えた場合、ウェルが白く
見えます。

プレパラート（観察用のガラス
板）に菌を乗せ、固定する。

菌の固定された面に染色液を
滴下し、菌を染色する。

顕微鏡で観察し、菌が青色に
染色されているかを確認。

薬剤耐性率の調査結果
飼料から見つかった腸球菌の薬剤耐性を調査しました。グラフは、それ
ぞれの抗菌薬について薬剤耐性を示した菌の割合を示しています。

グラム染色により、青色に染色
された腸球菌

（３）FAMICによる飼料の調査

　今回の調査では、飼料中に存在した腸球菌のほ
とんどは、抗菌薬に感受性（細菌が抗菌薬により
感染力を失ったり、死滅したりすること）を示しま
した。しかし、一部の腸球菌は、もともと耐性を持
たない抗菌薬に対して耐性を持つことが明らかに
なりました。なお、医療上重要な抗菌薬であるバン
コマイシンに耐性を持つ腸球菌は、飼料からは検出
されませんでした。

（４）調査の結果

　今回の調査から、家畜が食べる飼料の中の薬剤耐性菌について、有用な情報が得られました。飼料を対象とした調査は世
界的に情報が少なく、今後の薬剤耐性菌対策への貢献が期待されます。
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FAMICによる調査項目の例
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